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『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
読
諦
音
に
つ
い
て

一
資
料
の
解
釈
と
読
諦
音
の
変
遷
1

江

口

泰

生

は
じ
め
に

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
『
大
般
若
経
』
と
も
呼
ば
れ
る
。
図
書
寮
本

『
類
聚
名
義
抄
』
に
、
真
精
の
『
大
般
若
経
音
訓
』
や
藤
原
公
任
の
『
大
般
若

十
字
抄
』
が
引
用
さ
れ
、
又
、
多
く
の
『
大
般
若
経
音
義
』
が
作
製
さ
れ
た
事

で
も
わ
か
る
様
に
、
こ
の
経
典
の
読
諦
音
の
研
究
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
漢

字
音
l
l
特
に
呉
音
系
字
音
1
一
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
於
い
て
重
要

な
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
現
存
す
る
『
大
般
若
経
』
関
係
の
音
義
書
は
、
一
般
に
同
音
字
注
形
式
を
主

体
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
音
形
で
読
ん
だ
も
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
そ
の
音
注
の
み
か
ら
で
は
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
従
っ
て
、
具

体
的
な
仮
名
書
き
音
形
・
声
点
等
を
掲
載
す
る
資
料
が
必
要
と
な
る
。
例
え

ば
、
慈
光
寺
蔵
『
大
般
若
経
』
、
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
聖
経
』
、
或

い
は
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
和
音
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
二
者
は
訓
点

資
料
で
あ
り
、
後
者
は
辞
書
に
登
録
さ
れ
た
、
基
本
的
に
単
字
単
位
の
字
音
資

料
で
あ
る
と
い
う
違
い
も
存
す
る
。
従
っ
て
、
個
々
の
文
献
の
批
判
に
よ
っ
て
、

同
列
に
扱
い
得
る
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
と
が
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
に
於
い
て
は
、
⑦
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
字
音
点

の
解
釈
（
三
節
）
、
◎
具
体
的
な
『
大
般
若
経
』
読
三
音
（
⑦
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
帰
結
）
を
基
に
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
和
音
の
解
釈
（
四
節
）
を
経

た
上
で
、
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
、
⑤
『
大
般
若
経
』
読
講
音
の
変

遷
に
つ
い
て
検
討
（
五
節
）
し
た
い
と
思
う
。

二
　
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

　
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
　
の
字
音
点
は
、
延
べ
で
七
千
余

り
・
異
な
り
数
で
二
千
余
り
の
声
点
・
仮
名
書
き
音
形
等
を
収
録
し
、
大
量
の

字
音
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
点
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
点

時
期
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
ま
で
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
加
点
事
情
に

つ
い
て
は
次
の
如
く
考
え
ち
れ
て
い
る
。

　
㈲
「
真
意
本
・
覚
愚
本
を
通
じ
て
、
墨
筆
に
よ
る
仮
名
書
き
和
音
注
が
極
め

て
多
く
反
切
注
も
散
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
何
時
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
書
き
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327
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〔
表
1
〕
　
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
サ
行
ウ
段
「
拗
音
」
の
表
記
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丑
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8
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σ
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・
1
は
当
資
料
に
出
現
す
る
漢
字
、
2
は
そ
の
漢
字
に
施
さ
れ
た
仮
名
書
き
音
形
の
系
統
。

　
。
表
中
の
数
字
は
、
そ
の
仮
名
書
き
音
形
が
出
現
す
る
巻
数
。

加
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
そ
の
表
記
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
院
政
期
の
頃
と
判
断
せ
ら
れ
る

も
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
頃
ま
で
の
概
し
て
正
確
な
和
音
注
記
の
態

度
が
見
ら
れ
、
仮
名
の
形
態
の
考
察
と
も
相
侯
っ
て
、
お
＼
よ
そ
鎌
倉
面
罵
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

で
に
数
人
の
手
に
よ
っ
て
注
記
せ
ら
れ
て
行
っ
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
」

　
⑧
「
e
奈
良
時
代
の
写
経
が
南
都
に
伝
え
ら
れ
院
政
初
期
に
僧
言
意
（
一
〇

四
八
～
一
＝
二
四
）
が
白
点
を
加
え
た
巻
四
百
一
～
六
百
の
一
組
が
在
っ
た
。

口
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
恐
ら
く
南
都
辺
で
書
写
さ
れ
た
巻
一
か
ら
四
百
の
一
組

が
在
っ
た
。
日
鎌
倉
時
代
初
期
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
～
建
長
五
年
（
一
二

五
三
）
に
、
南
都
春
日
神
社
安
居
房
に
つ
い
て
、
僧
覚
恩
が
e
と
⇔
と
を
取
合

せ
て
、
全
体
に
亘
っ
て
字
音
の
点
を
加
え
た
。
こ
の
際
僧
真
興
の
「
大
般
若
経

音
訓
」
を
参
考
と
し
、
ま
た
当
時
流
布
の
重
誉
（
推
定
）
撰
「
大
般
若
経
音
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

の
字
音
を
参
考
と
し
た
。
」

　
㈲
と
⑬
の
間
に
、
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
⑧

「
ス
系
統
」
に
は
「
ス
ウ
」
・
「
ス
ク
」
等
も
含
む
。
「
主
系
統
」
・
「
シ
ユ
系
統
」
も
同
じ
。

が
部
分
的
な
漫
筆
は
一
先
ず
保
留
し
、
（
言
訳
の
加
点
に
よ
っ
て
）
全
体
的
に
は

均
質
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
す
る
判
断
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
仮
名
の
形
態
上
か
ら
は
、
㈲
が
述
べ
る
如
く
、
数
人
の
手
に
よ
っ
て
仮
名
書

き
音
形
が
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
仮
名
書
き
音
形
が
少
な
い
巻
は
挾
置
き
、

巻
姐
・
輔
・
棚
・
枷
・
齪
・
伽
・
翔
・
魏
・
囑
・
蝦
・
娚
・
二
等
に
施
さ
れ
る

仮
名
書
き
音
形
は
同
一
の
筆
致
体
で
あ
る
が
、
巻
姐
・
姐
・
螂
等
に
見
ら
れ
る

仮
名
書
き
音
形
と
は
、
明
ら
か
に
別
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
、

巻
創
。
娚
・
魏
・
姐
・
姫
・
売
血
は
、
更
に
又
、
別
人
の
筆
の
様
に
思
わ
れ
る
。

　
更
に
、
そ
れ
ら
の
巻
の
グ
ル
ー
プ
内
で
、
「
赫
ヵ
ク
変
ヤ
ク
」
（
獅
）
・
「
窒
ソ
堵

ト
波
ハ
」
（
翔
）
・
「
設
シ
や
詣
り
羅
フ
」
（
姻
）
・
「
枯
頼
ス
ィ
」
（
鰯
）
・
「
衰
ス
ィ
毫

モ
ゥ
」
（
7
娼
）
・
「
王
都
ト
」
（
魏
）
・
「
咀
ウ
鉢
ハ
。
羅
ラ
」
（
鰯
）
・
「
抜
ハ
。
濟
サ
イ
」

（
姐
）
・
「
練
墨
サ
ム
其
首
」
（
魏
）
等
の
仮
名
書
き
音
形
は
、
又
、
別
道
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
は
全
て
の
巻
に
亘
っ
て
見
ら
れ
、
複
雑
な
加
点
事
情
を
示
し

一52一



〔
表
2
〕
　
安
田
八
幡
官
蔵
『
大
般
若
波
罹
蜜
説
経
』
の
舌
内
入
声
の
表
記

㊥　㊥　⑨　④　⑦チ　　チ　　チ　　チ　　チ
㊧　㊥　⑨　④　⑦ツ　　ツ　　ツ　　ツ　　ツ

1
2
登

3　12　　1　　7　　4
75　　103　　　16　　　29　　　98

～
巻
四
百

巻
四
百

35　　　43　　　　6　　　19　　　53 5　12　　0　　4　11 了
巻
六
百

・
1
は
舌
内
入

声
の
表
記
、

2
は
巻
数

・
表
中
の
数
字

は
、
そ
の
仮

名
書
き
音
形

の
用
例
数

　
（
延
べ
）

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
仮
名
書
き
音
形
の
字
体
を
、
逐
一

弁
別
・
整
理
し
、
そ
の
上
で
、
字
音
資
料
と
し
て
類
別
す
る
事
が
必
要
と
な
る

が
、
前
者
は
当
資
料
の
巻
数
・
用
例
数
の
大
量
さ
も
伴
っ
て
、
相
当
に
困
難
な

作
業
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
も
、
以
下
に
述
べ
る
如
く
字
体
の
相
違
が
必
ず

し
も
字
音
資
料
と
し
て
の
類
別
と
結
び
付
か
ず
、
又
、
字
音
資
料
と
し
て
の
均

質
性
は
、
⑧
に
あ
る
様
に
は
全
体
と
し
て
保
た
れ
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

三
　
字
音
資
料
と
し
て
の
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

　
先
ず
、
前
掲
［
表
1
］
と
し
て
示
し
た
如
く
、
サ
行
の
ウ
段
「
拗
音
」
に
対

し
て
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
は
片
仮
名
で
「
シ
ユ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
巻
四
百
一
か
ら
巻
六
百
ま
で
は
「
準
仮
名
表
記
」
で
「
主
」
、
或
い
は

「
直
音
表
記
」
で
「
ス
」
と
書
か
れ
る
と
い
う
明
白
な
差
違
が
存
す
る
（
〔
表
1
〕

参
照
）
。

　
サ
行
の
ウ
段
「
拗
音
」
に
徹
底
し
て
準
仮
名
表
記
「
主
」
を
用
い
る
事
象
は
、

『
法
華
経
単
字
膳
仮
切
や
慈
光
寺
蔵
『
大
般
若
経
』
と
共
通
の
背
景
を
有
す
る

事
象
と
思
わ
れ
る
。

　
又
、
舌
内
入
声
の
漢
字
に
つ
い
て
は
［
表
2
］
に
示
し
た
如
く
、
巻
一
よ
り

巻
四
百
ま
で
は
「
ー
ッ
」
で
写
す
（
蜴
ヵ
ッ
齪
踊
蹴
識
説
／
割
ヵ
ッ
謝
謝
鋤
蹴
講
謝

謝
謝
謝
／
端
力
．
4
7
鵬
／
掲
力
．
鵬
鋤
麗
捌
謝
／
詰
キ
．
7
5
／
膝
。
．
1
9
5
3
謝
錨
謝

／
嫉
シ
ッ
4
7
4
6
謝
謝
謝
／
屈
ク
ッ
ー
0
搦
踊
感
謝
懸
樋
謝
／
術
シ
ュ
ッ
麗
識
識
識
蹴
謝

／
悪
．
．
．
謝
謝
／
悦
．
．
－
捌
謝
謝
謝
蹴
／
敏
，
エ
．
7
獅
1
3
4
9
搬
謝
謂
講
認
謝

／
血
ク
エ
ッ
7
5
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
捌
謝
蹴
謝
／
数
コ
ッ
ー
認
謝
謝
謝
／
忽
コ
ッ
ー
鵬
謝
／

骨
コ
ツ
5
3
7
5
謝
錨
謝
謝
謝
謝
謝
…
…
）
の
に
対
し
、
巻
四
百
一
よ
り
巻
六
百
ま
で
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は
「
ー
チ
」
で
写
す
（
娼
ヵ
チ
鰯
姐
鵬
瓢
鵬
鵬
／
割
ヵ
チ
説
脳
単
二
輔
／
端
ヵ
チ
棚
脚

脚
鵬
脚
／
詰
キ
チ
鵬
／
日
季
珊
螂
／
膝
。
チ
珊
噺
謝
／
屈
多
獅
魏
魏
瑠
珊
／
潔
ヶ

チ
姻
鰯
珊
識
珊
珊
／
歎
．
チ
姻
謝
／
忽
コ
チ
鰯
直
謝
麟
／
骨
．
チ
姐
…
…
）
と
い
う

顕
著
な
相
違
が
存
す
る
（
数
字
は
、
そ
の
例
の
存
す
る
巻
数
）
。

　
更
に
、
「
段
鬼
」
（
魏
）
・
「
胸
顯
」
（
5
2
）
・
「
瞬
旬
」
（
脚
）
・
「
短
信
」
（
5
2
）
・

「
特
豆
」
（
蹴
）
の
様
に
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
の
間
に
同
音
字
注
が
出
現
す

る
事
も
あ
る
が
、
大
多
数
は
巻
四
百
一
以
下
に
出
現
す
る
。

　
　
蓮
伊
翻
／
透
為
謝
／
螢
永
正
鵬
／
管
永
珊
謝
／
娩
円
謝
魏
／
蜴
渇
娚
／
詰
吉
鵬

　
　
珊
／
鳥
形
珈
／
陳
客
翻
／
欝
欝
姐
／
善
果
謝
／
蝸
火
鰯
鵬
／
父
果
枷
㎜
／
裏
果

　
　
鵬
／
裏
火
鵬
／
磯
光
謝
／
翫
玩
謝
／
兇
供
姐
／
謁
化
珊
／
灰
化
鵬
／
穴
決
珊
／

　
　
眩
瞑
鵬
／
樹
下
魏
／
垂
垂
柵
／
籔
交
姻
／
寮
見
㎝
／
渠
古
姐
／
賠
告
姐
／
飽
乞
姻

　
　
／
黙
坐
螂
／
膝
悉
姐
／
目
上
珊
／
折
節
娚
／
住
注
㈱
／
齋
宿
磯
／
伍
乗
謝
／
貼
振

　
　
魏
／
鮮
仙
娚
／
扇
仙
嬬
／
求
仙
柵
ズ
腸
仙
姐
二
十
／
穿
二
十
婿
／
産
仙
娚
／
膳

　
　
善
姻
／
膝
失
珊
／
丹
但
謝
／
痔
寺
価
／
秩
較
捌
／
騰
目
障
／
纏
田
姐
／
投
豆
斬
／

　
　
徹
鐵
謝
／
縢
二
丁
／
刃
仁
謝
／
潤
仁
鵬
脳
／
鋒
奉
㈱
／
碧
白
酒
鱈
／
癖
白
血
／

　
　
壁
白
螂
／
壁
白
姐
／
乏
法
鵬
／
猛
命
齪
／
蚊
文
螂
／
蜜
文
珈
／
虻
亡
娚
／
愈
由
伽

　
　
／
途
由
螂
／
輸
由
姻
／
容
用
謝
謝
／
横
王
翔
（
声
点
・
仮
名
書
き
音
形
は
省
略
す

　
　
る
。
数
字
は
、
そ
の
同
音
字
注
が
出
現
す
る
巻
数
）

　
　
漬
果
昂
奮
／
欧
於
宇
鵬

　
又
、
反
切
注
は
巻
一
よ
り
巻
四
百
の
間
に
「
熱
山
八
反
」
（
4
）
の
例
も
存
す
る

が
、
他
は
巻
四
百
｝
以
下
に
出
現
す
る
。

　
　
ω
換
養
珈
／
ω
軽
震
娚
／
留
誓
柵
／
ω
里
門
格
言
／
㈲
欠
喬
反

　
　
謝
／
㈲
講
荒
内
反
脚
／
ω
胎
嚢
外
反
翻
／
㈲
聴
子
葉
反
謝
／
二
七
他
早
反
珊
／
㈲
緻

　
　
直
利
反
謝
／
ω
沖
直
壁
反
鵬
／
働
張
勅
良
酒
鵬
／
㈹
銅
徒
紅
藍
謝
／
⑯
筒
徒
紅
反
棚
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
こ

　
　
⑯
諾
奴
各
反
殿
／
㈹
酸
房
六
反
娚
／
⑯
氣
敷
寝
魏
／
⑯
変
画
筆
口
上
／
㈲
偉
力
后
反

　
　
囎
／
聖
書
鳥
瓜
反
謝
（
声
点
・
仮
名
書
き
音
形
等
は
省
略
す
る
。
数
字
は
、
そ
の
反

　
　
切
が
出
現
す
る
巻
数
）

　
以
上
、
サ
行
ウ
段
「
拗
音
し
の
表
記
・
舌
内
入
声
の
表
記
・
同
音
字
注
・
反

切
注
の
他
に
、
声
点
に
関
し
て
も
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
と
巻
心
百
一
か
ら
巻
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
う

百
と
の
問
で
次
に
述
べ
る
様
な
差
違
が
存
す
る
。

　
上
声
点
。
去
声
点
の
出
現
数
と
そ
の
声
点
の
施
さ
れ
た
仮
名
書
き
音
形
の
音

節
数
と
の
関
係
を
纏
め
る
と
［
表
3
］
の
如
く
に
な
る
。
（
全
巻
に
出
現
す
る
朱
声

点
の
他
に
、
一
部
の
巻
に
出
現
す
る
墨
圏
点
も
併
せ
て
処
理
す
る
。
）

　
　
〔
表
3
〕
　
巻
・
調
値
・
音
節
数
の
関
係
（
陣
中
の
数
字
は
延
べ
の
用
例
数
）

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

圭 圭
調
値

舗 舗 立
癖
叢

一
156 398 音 巻

節 て
非 巻

70◎ 195 菩 四
百

節

去
声
調

上
声
調

禮
数
鱗

玉90 201
滑
節

504 139
非
国
富

透
蚕
亘
～
巻
六
百

　
呉
音
系
字
音
に
於
け
る
上
声
調
と
去
声
調
の
曲
路
が
、
漢
字
の
音
節
数
・
漢

語
に
於
け
る
出
現
位
置
（
漢
語
の
幽
貫
目
・
非
一
字
目
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
事
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
御
指
摘
が
あ
る
。
［
表
3
］
を
補
足
す
る
為
に
、

こ
の
点
か
ら
分
類
し
て
実
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。
論
述
の
都
合

上
、
巻
四
百
一
か
ら
巻
六
百
の
用
例
を
先
に
掲
げ
る
（
陀
羅
尼
の
部
分
は
除
く
。

又
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
と
の
比
較
の
為
に
、
墨
圏
点
を
除
く
。
紙
幅
の
関
係
で
、
全
用

例
を
掲
載
で
き
な
い
の
で
「
ア
」
か
ら
「
シ
」
で
始
ま
る
漢
語
を
掲
げ
る
）
。

　
ω
漢
語
の
一
字
目
・
一
音
節
（
傍
線
部
以
上
の
例
は
、
去
声
点
が
施
さ
れ
た

　
　
例
、
傍
線
以
下
の
例
は
上
声
点
が
施
さ
れ
た
例
）
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灰
霧
土
珊
／
鐸
蜜
鐵
直
謝
／
灰
誹
粉
駕
．
上
）
鵬
／
諮
黛
）
観
霧
鵬
／
喧
㎝
ぎ
咲

窃
謝
／
射
弓
術
（
入
）
娚
鵬
／
射
読
師
麟
／
射
幸
空
理
／
三
審
攣
審
姐
／
暑
瀦

預
㌘
）
珊
一
人
置
）
珊
／
繭
7
）
珊
／
杵
野
上
珊

　
働
漢
語
の
一
字
目
・
非
一
音
節

安
（
去
）
撫
計
上
）
枷
／
安
（
去
）
慰
寧
）
物
珊
／
般
彰
・
間
諜
寸
寸
／
患
（
去
）
身
勲
（
上
）
舅

幽
／
台
臨
霧
餅
）
珊
／
幽
（
霧
暗
竃
）
類
…
（
以
下
、
多
数
）
一
謹
鏡
α
慎
諺
珊
／
瞼

鉱
）
隠
7
）
姐
珊
／
洲
窃
渚
宴
魏
／
荘
竃
）
再
勝
）
蹴
／
三
一
ウ
三
三
）
謝
／
峻
彰
ン

峯
珊

　
㈲
漢
語
の
非
一
字
目
・
一
音
節

市
7
．
去
）
蝉
結
団
／
身
嗜
鍵
）
㎝
－
翅
㍗
）
羽
P
）
／
一
審
河
鉾
）
謝
／
莫
一
書

窒
）
鋤
珊
／
頑
ク
霧
愚
γ
）
珊
／
清
華
（
上
）
娚
／
苗
霧
稼
覚
）
珊
／
珊
郵
瑚
r
）
姐

／
紅
霧
紫
㍗
）
鵬
鰯
姐
／
将
（
去
）
師
（
エ
）
輔
誠
／
洲
（
平
）
渚
（
上
）
一
三
狸
謝
説
／
雨
戸
v

限
翌
）
朝
畠
／
癖
馬
疽
穿
）
麗

　
ω
漢
語
の
非
一
字
目
・
非
一
音
目

眩
ク
諺
騎
（
醤
鵬
／
動
揺
（
窮
膿
鵬
／
敢
（
平
）
仇
霧
姻
／
枯
黛
．
去
）
頼
蜜
珊
／
顯
驚

穎
霧
鵬
／
寳
冠
霧
ン
鰯
／
愛
翫
霧
ン
謝
／
癒
～
蕩
痴
影
娚
脚
蹴
／
其
忌
日
珊
／

妃
鈷
）
后
（
霧
説
／
音
鱒
）
哉
鱗
脚
／
一
一
）
債
霧
翻
／
死
傷
（
去
）
鵬
－
悲
（
去
）
號

寓
麟
／
坑
鎖
v
ウ
炊
敏
）
脚
翻
／
茎
麟
）
ウ
幹
禦
α
珊
／
患
（
去
為
〃
勲
（
上
）
担
〃
姐
／
吉
凶

霧
説
／
川
霧
原
製
）
ン
鵬
／
清
辞
つ
閑
宴
説
／
内
応
牛
（
上
）
珊
／
股
彰
．
去
）
三
日

謝
／
稟
載
α
草
鴎
謝
／
膣
霧
）
ウ
一
跨
鵬
／
翰
罰
翔
宴
ウ
鵬
／
難
霧
辛
3
脚
／

池
㌘
）
三
富
珊
㎜
／
芭
蓼
蕉
陽
麟
識
／
荏
鐘
）
雪
隠
）
蹴

　
ω
～
ω
を
纏
め
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
4
〕
④
音
節
数
、
漢
語
に
於
け
る
出
現
位
置
と
調
値
と
の
関
係

（
巻
四
百
一
～
巻
六
百
に
於
け
る
）

　
　
2
1

一
字
．
目
（
語
頭
）

．
非
一
字
目
（
語
中
・
尾
）

一
音
節

去
声
調
ω

上
　
声
　
調
　
㈹

非
一
音
節

去
声
調
②

前
接
漢
字
が
低
平
調
（
平
声
・
入
声
）
で
あ
れ
ば
、
去
声
調
を
保
ち
、
前
接
漢
字
が
上
声
調
・
去
声
調
で
あ
れ
ば
、
上
声
調
と
な
る
㈲

　
　
・
表
中
、
1
は
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
漢
字
の
音
節
数
。
2
は
そ
の
漢
字
の
漢
語
に

　
　
於
け
る
出
現
位
置
。
ω
～
ω
は
、
前
掲
の
用
例
。
後
掲
〔
表
4
〕
⑤
も
同
様
。

　
［
表
3
］
⑤
に
於
い
て
、
一
音
節
漢
字
が
ほ
ぼ
一
対
一
の
割
合
で
上
声
調
或

い
は
去
声
調
で
出
現
す
る
の
は
、
漢
語
に
於
け
る
出
現
位
置
に
よ
る
と
言
っ
て

良
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
［
表
3
］
＠
に
於
い
て
、
一
音
節
漢
字
が
上

声
調
で
出
現
す
る
割
合
が
高
い
の
は
、
漢
語
の
一
字
目
に
出
現
す
る
一
音
節
の

漢
字
が
、
次
郎
の
如
く
一
・
対
一
の
割
合
で
上
声
調
或
い
は
去
声
調
で
出
現
す
る

様
に
な
っ
た
為
で
あ
る
。

　
ノ　

ω
漢
語
の
一
字
目
。
一
音
節
（
巻
一
～
巻
四
百
に
於
け
る
）

詞
（
去
）
責
3
グ
謝
／
磯
窒
）
颪
一
一
／
一
層
）
恰
釧
）
1
謝
／
衙
黛
）
阻
勝
鵬
／
花
（
去
）

縷
回
訓
／
三
二
ぎ
者
3
／
飢
黛
）
渇
舖
Q
ッ
4
9
㎜
／
五
（
き
支
（
上
）
纒
／
虎
黛
）
豹
（
上
）
納
的

53
^
虎
穿
）
狼
認
識
／
虎
穿
）
轟
謝
／
偲
黛
）
傲
霧
鰯
／
姉
婿
）
妹
（
宴
鵬
／
鶏
黛
）
昊

菖
5
3
／
尿
穿
三
子
ウ
5
3
／
鎧
黛
）
騨
～
岳
ウ
5
3
／
一
審
製
辞
5
3
i
干
P
）
水
謝
／

烏
㌘
）
蘇
霜
G
ユ
ッ
謝
／
伎
野
）
藝
郵
）
謝
／
音
窒
）
希
ヶ
㎜
／
音
整
〉
異
麟
／
苛
針
）
妙
跳

／
枝
（
上
）
葉
鵬
／
遇
7
濁
）
得
講
／
牙
錯
濁
茎
辞
ウ
漏
／
鼓
㍗
）
散
謝
／
資
P
）
具
糊

謝
／
　
P
）
棄
針
）
錨
／
紫
P
）
金
蹴
／
沙
（
上
）
石
解
ク
謝
／
周
寡
圓
鵬
謝
謝
／
杵

宴
藏
謝
謝
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こ
の
結
果
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
に
於
い
て
、
漢
字
の
長
門
と
音
節
数
・

漢
語
に
於
け
る
出
現
位
置
と
の
関
係
は
、
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
4
〕
⑤

　
　
2
1

一
字
目
（
語
頭
）

非
一
字
目
（
語
中
・
尾
）

一
音
節

去
声
調
・
上
声
調
ω

上
　
　
声
　
　
調

非
一
音
節

去
　
声
　
調

前
駆
漢
字
が
低
平
調
（
平
声
・
入
声
）
で
あ
れ
ば
、
去
声
調
を
保
ち
、
前
書
漢
字
が
上
声
調
・
去
声
調
で
あ
れ
ば
、
上
声
調
と
な
る

　
さ
て
、
以
上
の
如
く
、
当
資
料
を
概
観
す
る
と
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
に

字
音
資
料
と
し
て
共
通
の
傾
向
（
「
シ
ユ
」
・
「
ー
チ
」
表
記
等
）
が
あ
り
、
巻

四
百
一
か
ら
巻
六
百
ま
で
に
又
共
通
の
傾
向
（
「
主
」
・
「
ー
チ
」
表
記
等
）
が

あ
る
と
言
え
る
。
か
つ
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
と
巻
四
百
一
か
ら
巻
六
百
ま

で
と
の
間
に
、
字
音
資
料
と
し
て
質
的
差
違
が
存
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
［
表
1
］
に
示
し
た
サ
行
ウ
段
「
拗
音
」
の
表
記
、
［
表
2
］
に

示
し
た
舌
内
入
声
音
の
表
記
、
［
表
4
］
＠
⑤
の
上
声
調
と
去
声
調
と
の
関
係
を

根
拠
と
し
て
、
巻
四
百
一
か
ら
巻
六
百
ま
で
が
古
く
、
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で

が
そ
れ
よ
り
時
代
的
に
遅
れ
る
、
各
々
の
『
大
般
若
経
』
読
調
音
を
反
映
し
た

も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
準
仮
名
「
主
」
を
用
い
る
事
、
舌
内
入
声
音
を

「
！
チ
」
で
写
す
事
馬
漢
語
の
一
字
目
に
上
声
調
が
出
現
し
難
い
事
は
、
「
シ

ユ
」
・
「
ー
ッ
」
で
表
記
す
る
事
等
よ
り
も
古
い
事
象
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
は
、
既
に
推
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、
鎌
倉
時
代
初
期

建
保
三
年
（
一
一
＝
五
）
～
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
覚
恩
が
加
点
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
石
百
一
か
ら
巻
六
百
ま
で
は
、
院
政
初
期
以
前
に
加
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7

さ
れ
た
他
の
資
料
を
基
に
数
人
の
手
に
よ
っ
て
移
点
（
一
部
に
は
、
院
政
初
期

以
降
、
新
た
に
加
点
、
又
、
一
部
に
は
、
移
点
時
以
前
に
既
に
加
点
さ
れ
て
い

注
8

た
も
の
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
）
さ
れ
た
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

四
　
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
和
音
と
『
大
般
若
経
』
読
講
音

　
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
和
音
（
以
下
、
「
名
義
抄
」
和
音
と
略
称
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

は
、
そ
の
背
景
に
『
大
般
若
経
』
読
轟
音
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
「
名
義
抄
」
和
音
が
基
本
的
に
単
字
単
位
の
字
音
注
で
あ
る
以
上
、

例
え
ば
、
連
音
節
上
の
声
調
交
替
・
語
形
変
化
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
と
は
考

え
難
い
。
「
名
義
抄
」
和
音
に
於
い
て
、
上
声
調
化
し
て
い
る
漢
字
が
、
『
大
般

若
経
』
の
漢
語
の
非
一
字
目
（
語
中
・
尾
）
に
位
置
す
る
事
は
指
摘
さ
れ
て
い

注
1
0

る
が
、
逆
に
『
大
般
若
経
』
読
諦
音
に
於
い
て
非
一
字
目
に
出
現
す
る
上
声
調

は
、
「
名
義
抄
」
和
音
で
は
ど
の
様
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以

下
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。

　
「
名
義
抄
」
和
音
に
於
い
て
は
、
一
部
の
漢
字
を
除
い
て
は
、
一
音
節
の
仮

名
書
き
音
形
を
有
す
る
漢
字
に
も
上
声
調
は
出
現
し
な
い
（
次
例
）
。

　
　
知
　
禾
チ
（
去
）
期
中
3
3
／
紫
　
禾
シ
（
去
）
直
中
燭
／
疽
　
禾
⊥
ソ
（
去
）

　
　
法
下
旗
／
愚
　
禾
ク
（
近
影
）
法
王
m
／
魔
女
マ
（
去
）
法
下
勲
／
濃

　
　
禾
シ
ヤ
（
里
上
）
法
上
3
5
／
師
禾
シ
（
き
笹
下
m
／
劇
薬
リ
ョ
（
平
角
）

　
　
仏
下
本
9
2

　
し
か
し
、
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
望
』
後
半
部
に
、
既
に
次
の

様
な
例
が
存
在
す
る
（
三
節
㈹
の
用
例
も
参
照
の
事
）
。
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・
験
寂
子
宝
）
鵬
／
煮
端
知
3
㌶

　
・
紅
霧
紫
㍗
）
翔
翻
姐
／
紅
紫
？
）
覇
（
参
考
　
紫
黛
）
碧
鉾
娚
）

　
・
擁
窺
疽
7
）
価
／
擁
霧
疽
穿
）
麗

　
・
頑
童
．
愚
7
謝

　
・
剣
竃
魔
3
謝

　
・
掃
鶉
饗
宴
麟
姻
鵬
／
緑
豆
漉
鴛
・
き
珊
珊

　
・
将
（
き
師
（
上
）
輔
鵬

　
・
伴
黒
蝿
製
害
虫
／
商
号
ウ
侶
製
附
置

　
つ
ま
り
、
「
名
義
抄
」
和
音
で
は
、
一
部
を
除
い
て
出
現
し
な
い
上
声
調
が
、

具
体
的
な
『
大
般
若
経
』
種
麹
音
に
は
既
に
出
現
し
て
い
る
と
い
う
相
反
す
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
「
名
義
抄
」
和
音
に
於

い
て
、
上
声
調
化
し
て
い
る
漢
字
が
『
大
般
若
経
』
の
漢
語
の
非
一
字
目
（
語

中
・
尾
）
に
位
置
す
る
事
は
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
「
名
義
抄
」

和
音
の
時
期
以
前
に
上
声
鐘
化
が
始
ま
っ
て
い
た
事
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
『
大
般
若
経
』
読
引
音
そ
の
ま
ま
の
形
を
示
す
と
い
う
あ

り
方
か
ら
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
右
回
の
諸
字
に
上
声
点
と
去
声
点
の
両
点
を
施

す
と
い
う
方
法
（
「
志
　
禾
シ
（
乎
き
」
法
中
9
8
）
や
声
調
の
注
記
を
補
う
と
い
う

方
法
（
「
連
　
禾
去
又
平
」
仏
上
5
6
）
も
採
り
得
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
に

『
大
船
若
経
』
読
調
音
そ
の
ま
ま
の
形
を
示
す
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く

と
も
、
「
名
義
抄
」
和
音
は
上
声
点
と
去
声
点
を
並
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様

な
場
合
で
さ
え
、
去
声
点
を
優
先
さ
せ
た
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
前
掲
の
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
既
に
［
表
4
］
③
で
纏
め
た
如
く
、

一
音
節
漢
字
の
上
声
調
の
出
現
位
置
は
漢
語
の
非
一
字
目
（
語
中
・
尾
）
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
名
義
抄
」
和
音
は
、
漢
語
の
非
一
字
目
（
語
中
・
尾
）
の
位
置

に
於
け
る
調
製
よ
り
一
字
目
（
語
頭
）
の
位
置
に
於
け
る
調
値
を
優
先
さ
せ
た

結
果
、
一
音
節
の
仮
名
書
き
音
形
に
上
声
点
を
施
す
事
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
『
大
般
若
経
』
読
諦
音
そ
の
も
の
か
ら
は
、
や

や
離
れ
た
一
種
の
規
範
性
を
呈
し
て
い
る
と
言
う
事
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
は
「
名
義
抄
」
和
音
が
基
本
的
に
単
字
単
位
の
字
音
注
で
あ
る
事
と
軌
を
同

一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
又
、
「
名
義
抄
」
和
音
と
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
前
半
部

と
後
半
部
と
を
対
比
す
る
事
に
よ
っ
て
、
次
の
事
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
漢
字
一
字
に
二
つ
以
上
の
仮
名
書
き
音
形
が
存
す
る
例
が
、
安
田
八
幡
宮
蔵

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
芸
』
の
前
半
部
・
後
半
部
に
存
し
な
が
ら
、
．
「
名
義
抄
」
和

音
に
は
そ
の
内
一
方
の
み
を
採
る
例
が
あ
る
（
1
0
～
1
3
は
、
7
8
と
同
じ
理
由
に

よ
っ
て
「
名
義
抄
」
和
音
に
｝
形
の
み
を
掲
載
す
る
例
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
纏
め

て
示
し
た
）
。後

　
半
　
部

「
名
義
抄
し
和
音

前
　
半
　
部

－
龍
男
ウ
螂
リ
ョ
ゥ
鰯
2
啄
タ
ク
姐
謡
計
量

琶
リ
ウ
立
目
啄
託

龍
リ
ョ
ゥ
3
啄
タ
ク
3
4
6
5
3
ト
ク
5
3

3
虎
コ
姻
ク
姐

虎
コ

虎
コ
5
3
蹴
ク
鵬

4
壊
エ
男
ワ
屈
5
藷
〃
姐
畿
6
投
ト
ゥ
鵬
鵬
謝
観
珊
珊

壊
エ
顔
下
ン
投
又
ト
ウ

壊
エ
ー
2
駕
顕
露
ケ
ン
霧
〃
織
投
ト
ゥ
欝
鎌
感

騨
ウ
姻

7
特
ト
ク
鰯
ト
姻

特
土
ク

特
ト
ク
ー
5
7
暑
8
4
雛
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13 12　11 10 9　　8

翠 栗　逸 塞 澤　若
ソ リ　イ ソ チ　ニ

428429415 ク ヤ　　ヤ

502 599 ク561
ソ 415　シ

415 531　ヤ
チ415
ヤ

415

翠 栗　逸 塞 澤　若
ソ リ　イ ソ チ　又
チ チ　　ツ ク ヤ　　ニ

ク　ヤ

翠 栗　逸 塞 澤　若
ソ リ　イ ソ チ　ニ

103 105　ツ 53 ヤ　　ヤ

104 326 ク　53398 378
127 イ 1303 381

53 325332 392

362　シ 395

チ　ヤ ト

ヤ　53 296
53 318

　
1
～
1
3
の
内
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
名
義
抄
」
和
音
に
於
い
て
、
7
～

13

ﾌ
様
な
梵
訳
漢
字
（
鉢
特
旋
花
、
若
妻
門
、
塞
呈
露
門
、
逸
婆
字
門
、
澤
字

門
、
栗
括
砒
王
、
塞
堵
波
）
の
音
形
が
除
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
事
で
あ

る
。
「
名
義
抄
」
和
音
の
中
に
は
、
「
唱
禾
ウ
ウ
ン
越
⊥
」
（
仏
中
4
3
）
の
様
に

「
ド
鉢
羅
華
」
の
「
唱
ウ
」
を
採
録
し
た
も
の
も
存
す
る
が
、
こ
の
様
な
例
は

む
し
ろ
稀
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
名
義
抄
」
和
音
は
そ
の
背
景
に
『
大
般
若
経
』

読
諦
音
を
有
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
梵
訳
漢
字
に
の
み
用
い
ら
れ
る
特
殊
な
音

形
は
除
く
と
い
う
立
場
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
『
大
般
若
経
』
学
に
於
い
て
、
梵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1

訳
漢
字
は
別
の
取
り
扱
い
を
受
け
た
と
い
う
よ
う
な
事
が
あ
り
、
そ
の
影
響
を

受
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
『
大
般
若
経
』
読
上
音
そ
の
も
の
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2

離
れ
た
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
様
に
、
「
名
義
抄
」
和
音
は
、
単
字
単
位
の
字
音
注
掲
出
方
法
に
拠
っ
て

い
る
為
、
『
大
般
若
経
』
読
諦
音
そ
の
も
の
に
取
捨
選
択
を
加
え
、
整
理
を
施
し

た
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
逆
に
、
『
大
般
若
経
』

読
諦
音
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
於
い
て
言
及
す
る
）
。

五
　
『
大
般
若
経
』
読
講
音
の
変
遷

　
三
節
で
述
べ
た
様
に
、
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
日
経
』
が
前
半
部

と
後
半
部
で
異
な
る
時
期
（
前
半
部
…
鎌
倉
初
期
、
後
半
部
…
院
政
初
期
以
前
）

の
『
大
般
若
経
』
読
講
音
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る

『
大
般
若
経
』
関
係
の
字
音
資
料
に
加
え
る
事
に
よ
っ
て
、
平
安
末
期
か
ら
鎌

倉
初
期
ま
で
の
『
大
般
若
経
』
読
諦
音
の
変
遷
を
知
る
事
が
可
能
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
き
、
以
下
の
文
献
に
よ
っ
て
検
討
を
加
え
て
み
る
（
④
は
用
例
数
が

必
ず
し
も
多
く
な
い
為
、
参
考
と
し
て
掲
げ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3

　
　
④
慈
光
寺
蔵
『
大
般
若
経
』
平
安
後
期
点

　
　
⑤
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
百
一
～
巻
六
百
（
院
政

　
　
　
初
期
以
前
の
字
音
を
反
映
す
る
か
）

　
　
◎
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
和
音

　
　
④
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
～
巻
四
百
（
鎌
倉
初
期

　
　
　
加
点
）

　
◎
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
如
き
問
題
点
も
存
す
る
が
、
連
音
長
上
の

声
調
交
替
・
語
形
変
化
や
梵
訳
漢
字
音
を
除
い
た
部
分
（
仮
名
書
き
音
形
に
示

さ
れ
る
部
分
）
に
於
い
て
は
、
ほ
ぼ
『
大
般
若
経
』
読
鼻
音
を
伝
え
る
と
考
え

て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
下
の
如
く
、
特
定
の
漢
語
に
出
現
す
る
形
を
掲
載
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4

　
『
法
華
経
』
の
音
義
書
に
於
い
て
、
尤
韻
は
全
て
「
シ
ユ
」
の
仮
名
書
き
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

形
、
　
或
い
は
「
シ
ユ
」
に
対
応
す
る
反
切
形
式
を
有
す
る
。
し
か
し
、
④
～
⑥

に
は
「
シ
ウ
」
と
「
シ
ユ
」
の
間
の
交
替
例
が
見
ら
れ
る
。
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a
　
　
b
　
　
c
周
シ
ウ
⑥
周
シ
ュ
囲
謝
謝

　
　
④
秋
ス
⑤
秋
主
謝
◎
秋
シ
ゥ
＠
1

　
　
④
1
⑤
臭
鴛
婚
◎
二
一
．
⑥
1

　
　
④
洲
ス
⑤
洲
シ
ゥ
里
言
殿
◎
；
③
洲
シ
ゥ
4
7
前
脳
鋤
謝
錨

　
　
＠
愁
ス
b
　
　
c
　
　
d
愁
シ
ウ
獅
泌

　
名
義
抄
「
和
音
」
、
及
び
⑤
⑥
に
出
現
す
る
「
シ
ウ
」
表
記
（
［
表
1
］
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
6

は
、
ほ
と
ん
ど
が
尤
韻
所
属
字
で
あ
る
。
又
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に

も
、
「
渡
洲
　
…
…
真
昼
シ
ウ
」
（
5
5
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
安
田
八
幡
宮

蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
一
寸
』
に
「
洲
シ
ゥ
渚
シ
ョ
」
（
4
7
脳
舖
錨
調
謝
麗
）
と
あ
る

如
く
、
特
定
の
漢
語
に
出
現
す
る
形
を
掲
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
◎
は
⑤
⑥
等
と
の
仮
名
書
き
音
形
の
比
較
に
は
、
同
列
に
扱
っ
て
良
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
先
ず
表
記
史
的
な
事
実
と
し
て
、
サ
行
の
ウ
段
「
拗
音
」
表
記
が
「
④

ス
↓
⑤
主
↓
◎
シ
ユ
（
及
び
準
仮
名
）
↓
⑥
シ
ユ
」
と
変
化
し
て
い
る
。
④
⑤

の
段
階
は
、
『
法
華
経
単
記
』
の
サ
行
ウ
段
「
拗
音
」
の
反
切
形
式
が
成
立
す
る

段
階
と
平
行
す
る
時
期
で
あ
ろ
う
。
三
節
で
、
⑤
が
院
政
初
期
以
前
の
字
音
を

反
映
す
る
と
し
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
次
に
、
通
摂
に
於
い
て
、
喉
内
韻
尾
を
脱
落
さ
せ
た
、
所
謂
「
短
呼
形
」
は

遅
れ
て
（
特
に
③
に
）
出
現
す
る
（
⑤
④
の
仮
名
書
き
音
形
以
下
の
数
字
は
、
そ
の
仮

名
書
き
音
形
が
出
現
す
る
巻
数
）
。

　
　
⑤
蒙
ム
ウ
◎
蒙
ム
5
4
鑑
識
讃
評
認

　
　
④
孔
ク
ゥ
⑤
孔
ク
ゥ
◎
孔
ク
ゥ
⑥
孔
ク
ゥ
謝
ク
謝
謝
謝

　
　
③
塚
チ
．
ウ
⑤
塚
盤
ウ
娚
姻
④
塚
チ
．
識

　
　
⑤
踊
ユ
ゥ
謝
並
並
◎
妙
用
⑥
踊
ユ
ゥ
ー
1
2
1
0
7
6
謝
謝
ユ
燭

　
こ
の
様
な
例
は
、
「
家
チ
。
鵬
」
・
「
封
フ
謝
」
等
に
も
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も

『
大
般
若
経
』
読
諦
音
に
於
い
て
、
通
摂
の
「
短
呼
形
」
は
後
に
生
じ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
全
体
的
に
⑤
か
ら
◎
＠
へ
移
行
す
る
間
に
、
二
種
以
上
の
仮
名
書

き
音
形
が
一
種
に
統
一
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
⑤
⑥
の
数
字
は
そ
の
仮
名
書
き
音
形

が
出
現
す
る
巻
数
）
。⑤

◎

⑥

註
ク
ウ
魏
．
ウ
鵬
2
弓
紗
篇
ク
ウ
解
謡

紅
具
ウ
　
弓
弓
身

紅
ク
ウ
ー
2
8
3
1
4
6
8
0
8
1
8
1
　
　
　
　
噸
1
へ
δ
ハ
δ
3
Q
J
q
O
弓
ク
ウ
5
6
8
一
　
　
　
ハ
δ
り
0

捌

3
疑
シ
ク
3
1
6
7
6
9
9
0
シ
ヤ
ク
　
　
　
　
に
り
「
0
「
ひ
に
U

彊
窃
ク
遷
シ
ク
ー
8
1
　
　
　
　
3

　
シ
ク
粛
主
ク
　
ソ
ク

粛
シ
ク
ー
1
3
4
1
8
1
8
1
　
　
　
　
　
6
0
Q
り
り
σ

5
疽
ソ
5
5
5
2
シ
ヨ
3
5
　
　
　
4
5
　
　
　
　
　
　
4

疽
劉

疽
ソ
捌

6
轄
〃
鰯
　
　
ケ
ン
3
2
ケ
ン
2
7
閑
　
5
6
5
6
カ
ン
4
5

盤
オ
ン
閑
ケ
ン

懸
オ
ン
ー
1
4
6
9
8
　
　
　
3
り
0
3
閑
ケ
ン
2
9
3
2
　
　
　
つ
σ
9
σ

　
　
シ
ヤ
ウ
2
2
8
壮
　
　
　
　
K
σ
［
U
　
　
サ
ウ
　
4
4
9
疫
靭
ク
噂
ク
鰯

壮
魂
迎
靭
ク

壮
シ
ヤ
ウ
3
2
3
2
9
8
6
3
6
8
　
　
　
　
3
つ
り
3
5
5
疫
ヤ
ク
7
7
7
8
0
0
0
3
0
3
　
　
　
　
　
｛
■
－
哩
三
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12　11　10
堰　關　（

キカ　ク　例
ヤウ　エ　な
ウ　　　ン　し

600　456　）
552

ク

ワ

ン

583

壇　關　殖
力　化シシ
ウ　　ンヨキ

ク

關　殖
（　　ク　シ
例　　ワ　キ
な　　ン18製
し　　8　300
）　342　327

356
378
381

　
漢
音
系
字
音
に
近
い
音
形
で
④
に
出
現
す
る
も
の
（
5
「
疽
シ
．
」
・
1
1
「
關

ク
ワ
．
」
）
も
あ
る
が
、
大
多
数
は
漢
音
系
字
音
に
近
い
音
形
の
方
（
1
「
紅
．

ウ
」
・
2
「
弓
キ
ゥ
」
・
6
「
盤
オ
ン
」
・
7
「
閑
ヵ
ン
」
・
1
0
「
殖
シ
。
ク
」
・
1
2
「
壇

キ
ャ
ゥ
」
）
が
排
除
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
前
節
3
～
5
も
こ
れ
に
準

ず
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
⑤
◎
⑥
に
共
通
の
漢
字
で
二
重
形
を
有
す
る
も
の
に
量
の
限
り
が
あ
る
為
、

12

�
ｵ
か
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
⑤
⑥
を
比
較
し
た
結
果
も
、
漢
音
系
字
音

に
近
い
音
形
の
方
が
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
排
除
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
強
い
。

⑤
④
を
比
較
す
る
と
、
ω
前
半
部
と
後
半
部
に
同
字
の
加
点
例
が
あ
り
、
そ
の

前
半
部
に
の
み
二
重
形
が
見
え
る
も
の
、
ω
前
半
部
と
後
半
部
に
同
字
の
加
点

例
が
あ
り
、
そ
の
内
後
半
部
の
み
に
二
重
形
が
見
え
る
も
の
、
紛
前
半
部
と
後

半
部
に
同
字
の
加
点
例
が
あ
り
、
共
に
二
重
形
を
有
す
る
も
の
、
ω
前
半
部
と

後
半
部
に
同
字
の
加
点
例
が
な
く
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
の
み
二
重
形
の
あ
る
も

の
、
の
四
種
に
大
別
出
来
る
。

　
ω
前
半
部
に
二
重
形
が
あ
る
も
の
（
カ
ッ
コ
内
は
、
後
半
部
に
出
現
す
る
仮
名
書

　
　
き
音
形
）

　
　
俺
鉱
（
俺
7
ム
）
／
映
騎
（
映
エ
イ
）
／
娩
弘
〃
（
娩
円
）
／
弘
鴛
（
弘
．
ウ
）

　
　
／
契
鞍
（
契
ヶ
イ
）
’
／
鍵
葛
（
鍵
キ
ャ
）
／
玉
翻
ク
（
玉
コ
ク
）
／
適
鵜
ク
（
適

　
　
チ
ャ
タ
）
／
村
婦
ン
（
村
ソ
ン
）
／
添
弾
ク
（
諾
ナ
）
／
脾
暁
イ
（
脾
ヒ
）
／
方
劣

　
（
方
ハ
ゥ
）
／
靡
洩
（
靡
ミ
）
／
壁
算
ク
（
壁
ヒ
ャ
ク
）
／
封
和
ウ
（
封
フ
ゥ
）
／
蔑

㌶
（
蔑
メ
チ
）
／
孕
諮
（
孕
ヤ
。
）
／
臆
窮
ウ
（
臆
．
ウ
）
／
隷
肩
（
隷
。
イ
）

ω
後
半
部
に
二
重
形
が
あ
る
も
の
（
カ
ッ
コ
内
は
、
前
半
部
に
出
現
す
る
仮
名
書

　
き
音
形
）

蔭
猛
（
蔭
オ
ム
）
／
患
勢
（
患
。
．
）
／
疫
轄
ウ
（
疫
ヤ
，
）
／
郷
結
（
郷
。
）

　
／
嬰
騎
（
嬰
ヤ
ゥ
）
／
端
霧
（
端
ヵ
ッ
）
／
閑
励
〃
（
閑
ヶ
ン
）
／
弓
舛
帥
（
弓

ク
ウ
）
／
丁
半
（
欽
キ
。
）
／
漁
猟
．
（
漁
キ
．
）
／
郵
書
（
勲
．
．
）
／
鞍
舛
。

　
（
験
ク
）
／
環
忽
〃
（
環
ク
。
．
）
／
講
鍔
、
（
講
，
エ
）
／
暇
妨
（
暇
。
）
／
勤

　
跡
〃
（
勤
．
ン
）
／
壮
㍑
ウ
（
壮
シ
ャ
ゥ
）
／
策
舞
ク
（
策
シ
ャ
ク
）
／
若
沙
ヤ
（
若

　
シ
ャ
）
・
／
粛
舞
（
粛
シ
ク
）
／
暖
舛
ン
（
暖
ナ
ム
）
／
槌
碧
（
槌
ッ
ィ
）
／
統
鍔

　
（
統
ッ
ウ
）
／
澄
鍛
（
涯
ホ
。
）
／
馨
〃
（
墓
ヘ
ン
）
／
敏
諺
（
敏
，
ン
）
／
戻

　
薯
（
戻
フ
ィ
）
／
麗
麗
（
麗
。
イ
）

㈲
前
半
部
・
後
半
部
共
に
二
重
形
の
存
す
る
も
の

暎
騎
／
暗
黒
／
癖
鵠
ウ
／
懐
㌍
イ
／
迦
勒
ヤ
／
掲
㌍
／
顔
算
／
施
蜘
／
掃

　
”
イ
／
容
諮
／
投
卦
ウ
／
澤
韓
ク
／
啄
拶
／
虎
如
／
若
轟

ω
前
半
部
と
後
半
部
に
同
字
の
加
点
例
が
な
く
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
の
み
二

　
重
形
の
存
す
る
も
の

　
④
前
半
部
に
の
み
存
す
る
も
の
　
（
後
半
部
に
は
同
字
の
加
点
例
の
存
し
な
い
も

　
　
の
）

　
量
器
／
疵
”
ウ
／
抑
湘
〃
／
揆
紗
ヰ
／
廻
精
算
ウ
／
慣
銘
〃
／
酌
轟
ク
／
遵
影

ン
／
撮
銘
／
哺
碧
／
勲
的
／
碑
吐
イ
／
鷺
籾
ク
／
繁
勢
／
嶺
群
ウ

　
⑤
後
半
部
に
の
み
存
す
る
も
の
（
前
半
部
に
は
同
字
の
加
点
例
が
存
し
な
い
も

　
　
の
）

　
誘
馴
ウ
／
夏
恥
／
堰
勒
杓
ウ
／
膳
効
肝
チ
／
減
励
〃
／
刑
轄
ウ
／
競
菰
ウ
／
謹
坤
〃
／
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膳
〃
葬
／
串
銘
〃
／
絹
諺
ン
／
沽
鉱
／
弩
陣
／
稗
焼
イ
／
囹
鞍
ウ

　
ω
と
比
較
し
て
、
ω
が
多
数
で
あ
る
。
ω
の
中
に
は
、
「
諾
ナ
盟
陀
」
の
様
に

梵
訳
漢
字
音
が
偶
々
前
半
部
に
出
現
し
た
も
の
、
本
来
「
鍵
キ
ャ
字
門
」
と
あ
る

べ
き
所
に
恐
ら
く
誤
っ
て
「
鍵
ヶ
ン
」
の
様
な
音
形
を
施
し
て
し
ま
っ
た
も
の
等

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
け
ば
、
『
大
般
若
経
』
読
調
音
に
於
い
て
、
漢
音
系
字
音

の
側
の
音
形
の
混
入
（
ω
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
漢
音
系
字
音
の
側
の
音
形
を
排

除
す
る
動
き
（
）
2
（
）
の
方
が
、
時
代
と
共
に
優
勢
に
な
る
と
い
う
事
に
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
　
お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
・
注
1
7

　
『
大
般
若
経
音
義
』
を
通
覧
す
る
と
、
前
節
ω
偶
で
掲
げ
た
二
重
形
が
一
方

に
統
一
さ
れ
る
場
合
が
多
い
様
で
あ
る
（
無
窮
会
本
に
よ
る
。
ω
の
＊
印
は
、
後
半

部
の
仮
名
書
き
音
形
と
一
致
し
な
い
音
形
を
表
わ
す
音
注
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
ω
の
＊

印
は
、
前
半
部
の
仮
名
書
き
音
形
と
一
致
し
な
い
音
形
を
表
わ
す
音
注
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
。

　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
ホ

　
ノ　

ω
掩
闇
／
映
星
雲
／
弘
窮
／
村
純
／
諾
那
具
／
脾
彼
／
靡
微
／
壁
白
／
下
付
有
／
孕
用

　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
／
騰
澄
／
隷
例
／
蔑
別

　
酬
疫
亦
／
梛
那
／
閑
賢
／
漁
魚
・
漁
喜
余
／
顛
久
／
壮
生
／
策
尺
／
粛
四
久
／
暖
難
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
統
通
／
澹
梵
／
禁
邊
／
旧
来
／
麗
例
／
暇
可
／
敏
貧

　
統
一
さ
れ
た
音
形
は
、
少
な
く
と
も
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
8
’

巻
一
～
巻
四
百
ま
で
の
例
と
良
く
一
致
し
（
）
2
（
）
、
逆
に
巻
四
百
一
～
巻
六
百
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

で
の
例
と
は
積
極
的
に
一
致
し
な
い
（
ω
）
場
合
が
多
い
。
『
大
般
若
面
音
義
』

（
無
窮
会
本
）
が
訓
点
資
料
よ
り
整
理
さ
れ
た
字
音
資
料
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
．
巻
一
～
巻
四
百
は
、
巻
四
百
一

～
巻
六
百
よ
り
も
整
理
さ
れ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
（
巻
四
百
一
～
巻
六
百
）
か
ら
整
理
さ
れ
た
部
分
（
巻
一

～
巻
四
百
）
に
か
け
て
、
漢
音
系
字
音
の
側
の
音
形
が
減
少
し
て
い
く
と
す
れ

ば
、
『
大
般
若
経
』
読
諦
音
は
、
丁
度
『
法
華
経
』
の
音
義
書
が
整
理
さ
れ
て
い

く
動
き
と
平
行
し
て
、
漢
音
系
字
音
の
側
の
音
形
を
排
除
し
て
い
く
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
注
1
　
東
辻
保
和
氏
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
財
経
の
音
注
（
資
料
）
」
（
『
訓
点

　
　
　
語
と
訓
点
資
料
』
第
4
4
輯
、
S
4
6
・
6
）

　
注
2
　
東
辻
保
和
氏
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
に
就
き
て
」
（
『
海
南
史
学
』

　
　
　
8
、
S
4
5
・
6
）

　
注
3
　
沼
本
克
明
氏
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
（
武
蔵
野

　
　
　
書
院
、
S
5
7
・
3
）
珈
頁

　
注
4
　
拙
稿
「
「
シ
ウ
」
・
「
シ
ユ
」
・
「
シ
ユ
ウ
」
」
（
『
文
献
探
究
』
1
8
、
S
磁
・
9
）

　
　
　
参
照
。

　
注
5
　
巻
一
か
ら
巻
四
百
ま
で
は
、
濁
音
を
示
す
複
点
が
比
較
的
施
さ
れ
る
が
、
巻
四

　
　
　
百
一
か
ら
巻
六
百
ま
で
は
、
そ
れ
が
少
な
い
と
い
う
顕
著
な
差
も
存
す
る
。

　
注
6
　
古
く
奥
村
三
雄
先
生
に
「
呉
音
の
声
調
の
一
性
格
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

　
　
　
第
1
8
輯
、
S
鵠
・
1
0
）
・
「
呉
音
の
声
調
体
系
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
8

　
　
　
輯
、
S
3
2
・
9
）
が
あ
り
、
沼
本
克
明
天
領
3
引
用
書
で
、
漢
語
の
語
頭
、
語
中
・

　
　
　
尾
と
い
う
視
点
を
加
え
て
の
御
指
摘
が
あ
る
。

　
注
7
　
移
点
か
加
点
か
と
い
う
問
題
の
解
決
に
は
、
困
難
が
つ
き
ま
と
う
も
の
で
あ
る

　
　
　
が
、
次
の
様
な
根
拠
か
ら
一
応
移
点
と
考
え
て
お
き
た
い
。
諸
賢
の
御
教
示
を
御

　
　
　
願
い
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
ω
　
サ
行
ウ
段
「
拗
音
」
の
「
主
」
表
記
、
舌
内
入
声
音
の
「
ー
チ
」
表
記
等
、

　
　
　
　
表
記
に
統
一
性
が
あ
る
事

　
　
　
ω
　
ω
の
事
実
に
反
し
、
二
節
で
述
べ
た
如
く
、
数
人
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
事

　
　
　
㈲
　
巻
四
百
四
十
以
降
、
十
巻
前
後
で
筆
致
体
が
変
わ
る
様
な
傾
陶
の
あ
る
事

　
　
　
ω
　
三
節
で
引
用
し
た
反
切
注
の
内
、
5
・
6
・
7
・
1
0
・
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
6
・
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1
8
・
2
0
は
、
『
広
韻
』
と
一
致
す
る
が
、
2
・
3
・
7
・
8
・
1
9
・
2
0
は
玄
鷹

　
　
　
『
㎝
切
経
音
義
』
の
系
統
の
反
切
と
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
5
・
8
．
1
0
．

　
　
　
1
3
・
1
5
・
2
0
は
同
じ
巻
に
あ
り
、
し
か
も
同
筆
で
あ
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
マ
マ
リ

　
　
㈲
　
3
「
籔
　
行
文
反
」
は
「
氣
　
紆
文
反
」
、
1
9
「
窟
　
力
后
反
」
は
「
奮

　
　
　
力
占
反
」
の
誤
写
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
事

注
8
　
例
え
ば
、
巻
鵬
に
は
、
「
ス
」
に
「
欠
」
、
コ
こ
に
「
介
」
（
「
余
」
字
の
変
形
）

　
　
の
字
体
が
用
い
ら
れ
、
平
安
後
期
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

注
9
　
注
3
引
用
書
捌
頁
以
下
参
照
。

注
1
0
　
注
3
引
用
書
欄
頁
以
下
参
照
。

注
1
1
　
『
大
般
若
経
字
抄
』
に
於
い
て
、
『
大
般
若
経
』
読
諦
音
を
背
景
に
有
す
る
と

　
　
い
っ
て
も
読
諦
音
そ
の
ま
ま
の
形
で
な
い
事
は
確
か
で
あ
る
。
ど
の
部
分
が
『
大

　
　
般
若
経
』
読
諦
音
に
負
う
て
い
る
の
か
、
ど
の
部
分
が
離
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か

　
　
の
見
極
め
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

注
1
3
　
松
尾
拾
氏
「
慈
光
寺
蔵
大
般
若
経
の
字
音
点
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
3
輯
、

　
　
S
2
4
。
1
1
）

注
1
4
　
『
古
辞
書
音
義
集
成
　
法
華
経
音
義
　
5
』
（
汲
古
書
院
　
S
5
5
・
9
）

注
1
5
　
注
4
引
用
の
拙
稿
参
照
。

注
1
6
　
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
（
勉
誠
社
刊
、
オ
フ
セ
ッ
ト
版
、
S
5
1
・
1
1
）

注
1
7
　
『
大
般
若
経
音
義
の
研
究
』
（
築
島
裕
氏
、
勉
誠
社
、
S
5
2
・
8
）
に
拠
る
。

注
1
8
　
一
節
で
紹
介
（
）
B
（
）
し
た
如
く
、
覚
恩
が
加
点
し
た
巻
一
～
巻
四
百
ま
で
は
、

　
　
『
大
般
若
経
音
訓
』
・
『
大
般
若
経
音
義
』
を
利
用
し
た
為
、
こ
の
様
な
結
果
と

　
　
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
節
に
引
用
し
た
「
然
　
山
八
反
」
は
図
書
寮
本
『
類
聚
名

　
　
義
抄
』
所
引
（
柵
頁
）
の
真
興
の
『
大
般
若
経
音
訓
』
の
反
切
と
一
致
す
る
。
又
、

　
　
三
節
に
引
用
し
た
同
音
字
注
は
、
覚
恩
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
巻
一
～
巻

　
　
四
百
は
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
つ
つ
加
点
し
、
巻
四
百
一
～
巻
六
百
は
既
に
加
点
さ

　
　
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
為
、
同
音
字
注
を
施
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
結
局
、
前
半
部
と
後
半
部
と
の
差
違
は
、
『
大
般
若
経
』
学
の
学
習
の
程
度
の
差
に

　
　
よ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
字
音
の
学
習
に
よ
っ
て
、
音
形
が
整
理
・
淘
汰

　
　
さ
れ
る
過
程
が
良
く
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
の
要
旨
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
九
大
国
語
国
文
学
会
（
S
6
1
・
6
・
8
）

で
発
表
し
た
。
御
指
導
戴
い
た
奥
村
三
雄
先
生
を
始
め
、
御
教
示
戴
い
た
諸
先

生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
又
、
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
高
知
県
安
田
町
教

育
委
員
会
、
安
田
町
中
央
公
民
館
、
参
考
文
献
の
入
手
に
御
協
力
下
さ
っ
た
高

知
大
学
附
属
図
書
館
、
高
知
県
立
中
央
図
書
館
の
皆
様
に
感
謝
し
、
御
礼
申
し

上
げ
る
。
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